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ー
（
姿
勢
制
御
装
置
）
を
完
成
さ
せ
た
。

２
０
１
０
年
、
そ
れ
を
搭
載
し
た
「
Ａ
Ｒ

ド
ロ
ー
ン
」
を
市
場
に
投
入
、
ホ
ビ
ー
向

け
で
リ
バ
イ
バ
ル
さ
せ
た
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
高
機
能
化
に
着
目
し
て
ス
マ
ホ
操

作
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
し
た
。

こ
れ
が
爆
発
的
に
ヒ
ッ
ト
し
た
。
ス
マ

ホ
の
電
波
帯
な
ら
、
無
線
操
縦
す
る
ラ
ジ

コ
ン
機
と
違
い
電
波
法
の
規
制
対
象
か
ら

外
れ
て
登
録
や
免
許
な
ど
複
雑
な
手
続
き

が
不
要
と
な
る
。
そ
の
手
軽
さ
が
ユ
ー
ザ

ー
に
受
け
た
。
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
「
ス
マ
ホ

で
操
作
し
て
、
モ
ノ
が
動
き
、
飛
ぶ
、
そ

の
動
作
に
衝
撃
を
受
け
た
」
と
い
う
評
価

が
い
く
つ
も
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

そ
の
翌
年
、
パ
ロ
ッ
ト
は
ド
ロ
ー
ン
に

カ
メ
ラ
を
初
搭
載
し
た
ホ
ビ
ー
向
け
改
良

機
を
市
場
投
入
す
る
。こ
れ
も
大
ヒ
ッ
ト
。

ユ
ー
ザ
ー
評
は
「
ま
る
で
空
を
飛
び
な
が

ら
撮
影
し
て
い
る
み
た
い
」。
撮
影
を
可

能
に
し
た
こ
と
で
、
ド
ロ
ー
ン
の
利
用
領

域
を
商
業
用
へ
拡
げ
る
糸
口
と
な
っ
た
。

Ａ
Ｒ
ド
ロ
ー
ン
が
売
れ
た
こ
と
で
パ
ロ
ッ

ト
は
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
に
躍
り
出
た
。

惜
し
い
の
は
、
キ
ー
エ
ン
ス
の
そ
の
後

の
展
開
だ
。
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
を
中
途
半

端
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
16
年

７
月
１
日
付
け
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
革
新

的
な
技
術
を
開
発
し
な
が
ら
商
品
化
に
失

敗
、
日
本
企
業
が
取
り
逃
が
し
た
６
つ
の

「
大
魚
」
の
１
つ
と
書
い
て
い
る
。

キ
ー
エ
ン
ス
に
と
っ
て
不
運
だ
っ
た
の

は
、
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
ー
の
開
発
が
四
半

世
紀
も
早
す
ぎ
た
こ
と
だ
。
そ
の
後
、
ド

ロ
ー
ン
を
構
成
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
モ

ー
タ
ー
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
技
術
が
急
速
に

進
展
。
そ
の
予
測
が
つ
い
て
い
た
ら
、
ホ

ビ
ー
用
で
終
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

に
、
と
思
え
て
な
ら
な
い
。

キ
ー
エ
ン
ス
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ド 

ロ
ー
ン
は
ホ
ビ
ー
用
と
い
う
固
定
観
念
か

ら
抜
け
き
れ
ず
、
国
内
メ
ー
カ
ー
は
商
業

用
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
を
諦
め
て
し
ま
っ

た
。
国
産
メ
ー
カ
ー
が
も
っ
と
踏
ん
張
っ

て
い
た
ら
、
ド
ロ
ー
ン
の
世
界
地
図
を
大

き
く
塗
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
と

い
う
こ
と
だ
。

世
界
８
割
の
シ
ェ
ア
を
持
つ 

中
国
企
業
Ｄ
Ｊ
Ｉ

日
本
企
業
が
そ
っ
ぽ
を
向
け
て
い
た

間
、中
国
深
圳
を
本
拠
に
す
る
Ｄ
Ｊ
Ｉ（
大

疆
創
新
科
技
有
限
公
司
）
が
世
界
最
大
の

ド
ロ
ー
ン
メ
ー
カ
ー
に
躍
り
出
て
い
た
。

12
年
に
投
入
し
た
商
業
用
ド
ロ
ー
ン

PH
A

N
T

O
M

（
フ
ァ
ン
ト
ム
）
シ
リ
ー

ズ
が
爆
発
的
に
売
れ
、
世
界
シ
ェ
ア
の
８

割
近
く
を
握
る
ま
で
に
な
っ
た
の
だ
。

Ｄ
Ｊ
Ｉ
の
最
大
功
績
は
、
ホ
ビ
ー
か
ら

ド
ロ
ー
ン
は
英
語
で
「
雄
バ
チ
」
の
こ

と
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
同
じ
回
転
翼
（
ロ

ー
タ
ー
）
が
回
転
す
る
際
に
出
す
「
ブ
ー

ン
」
と
い
う
音
に
似
て
い
る
の
で
、
そ
う

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ド
ロ
ー
ン
の

場
合
、
複
数
の
ロ
ー
タ
ー
か
ら
な
る
マ
ル

チ
コ
プ
タ
ー
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
モ
ー

タ
ー
と
バ
ッ
テ
リ
ー
が
動
力
源
だ
。

ド
ロ
ー
ン
を
開
発
し
た 

日
本
企
業
が
逃
し
た
大
魚

い
ま
の
よ
う
な
ド
ロ
ー
ン
を
最
初
に
開

発
し
た
の
は
、
大
阪
の
電
子
機
器
メ
ー
カ

ー
「
キ
ー
エ
ン
ス
」。
各
種
セ
ン
サ
ー
や

測
定
器
な
ど
を
製
造
し
て
い
た
。
そ
の
技

術
を
活
か
し
て
角
速
度
を
検
出
す
る
ジ
ャ

【プロフィール】
1947年大阪市生まれ。早稲田大学大学院法学研究科中退。農
業や農協問題について規制緩和と国際化の視点からの論文を
多数執筆している。主な著書に、『農協が倒産する日』（東洋
経済新報社）、『穀物メジャー』（共著／家の光協会）、『東京を
どうする、日本をどうする』（通産省八幡和男氏と共著／講談
社）、『新食糧法で日本のお米はこう変わる』（東洋経済新報社）
などがある。大阪府米穀小売商業組合、「明日の米穀店を考え
る研究会」各委員を歴任。会員制のFAX情報誌も発行している。

土門 剛 どもん　たけし

ド
ロ
ー
ン
は
ス
マ
ー
ト
農
業
の

「
旗
手
」
た
り
え
る
の
か

イ
ロ
セ
ン
サ
ー
の
特
許
を
取
得
。
そ
の
セ

ン
サ
ー
を
搭
載
し
た
４
つ
の
回
転
翼
で
飛

行
す
る
「
室
内
用
電
動
ラ
ジ
コ
ン
円
盤
」

を
ホ
ビ
ー
向
け
に
商
品
化
し
た
の
が
１
９

８
０
年
代
後
半
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
ー
の
特
許
が
期

限
切
れ
に
な
る
の
を
待
っ
て
い
た
海
外
メ

ー
カ
ー
が
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
電
子
機

器
メ
ー
カ
ー
「
パ
ロ
ッ
ト
」
だ
。
キ
ー
エ

ン
ス
の
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
ー
に
改
良
を
加

え
て
高
性
能
フ
ラ
イ
ト･

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
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商
業
用
へ
ド
ロ
ー
ン
を
脱
皮
さ
せ
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
利
用
目
途
を
、配
送
業
務
、

設
備
点
検
、
在
庫
管
理
、
生
態
系
観
察
、

救
援
活
動
、
警
備
、
地
形
調
査
、
農
業
、

各
種
撮
影
業
務
な
ど
に
拡
げ
て
く
れ
た
。

商
業
用
ド
ロ
ー
ン
は
、
ホ
ビ
ー
用
と
は

比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
高
性
能
が
要
求
さ

れ
る
。
根
幹
と
な
る
フ
ラ
イ
ト
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
ー
も
キ
ー
エ
ン
ス
の
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン

サ
ー
で
は
間
に
合
わ
な
い
。
高
度
な
空
撮

の
た
め
の
装
置
の
開
発
も
求
め
ら
れ
た
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
）
を
使

っ
た
正
確
な
位
置
確
認
装
置
や
空
撮
用
の

ブ
レ
防
止
装
置
な
ど
だ
。

Ｄ
Ｊ
Ｉ
は
、
フ
ァ
ン
ト
ム
シ
リ
ー
ズ
が

売
れ
た
の
で
、
他
社
製
の
装
置
や
パ
ー
ツ

に
頼
る
路
線
か
ら
脱
却
、
自
社
開
発
に
転

換
す
る
。
そ
の
成
果
は
す
ぐ
に
出
た
。
ブ

レ
防
止
装
置
「
空
撮
用
ジ
ン
バ
ル
」
の
開

発
成
功
は
、
商
業
用
ド
ロ
ー
ン
メ
ー
カ
ー

と
し
て
基
盤
を
固
め
る
こ
と
に
貢
献
。
そ

の
後
、
ド
ロ
ー
ン
の
基
本
技
術
の
か
な
り

の
部
分
が
Ｄ
Ｊ
Ｉ
に
押
さ
え
ら
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
。

創
業
者
は
、
１
９
８
０
年
生
ま
れ
の
汪

滔
。
通
称
は
英
語
名
の
フ
ラ
ン
ク･

ワ
ン

だ
。
香
港
科
学
技
術
大
学
の
学
生
だ
っ
た

２
０
０
６
年
、「
空
飛
ぶ
ロ
ボ
ッ
ト
を
創

る
」
こ
と
を
目
標
に
、
大
学
の
ベ
ン
チ
ャ

ー
マ
ネ
ー
を
使
っ
て
起
業
し
た
。
事
務
所

兼
工
場
は
学
生
寮
の
一
室
だ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ク
・
ワ
ン
氏
は
超
ラ
ッ
キ
ー
だ

っ
た
。
起
業
し
た
頃
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
飛

ば
す
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
モ

ー
タ
ー
、
セ
ン
サ
ー
な
ど
の
技
術
が
急
進

展
し
て
い
た
こ
と
だ
。
と
く
に
モ
ー
タ
ー

の
進
展
は
目
を
見
張
る
。
10
年
前
と
比
べ

て
出
力
比
較
で
数
倍
以
上
に
な
っ
て
い

た
。
モ
ー
タ
ー
を
動
か
す
バ
ッ
テ
リ
ー
も

持
続
時
間
が
大
幅
に
伸
び
て
い
た
。
当
初

は
２
、
３
分
し
か
持
た
ず
、
ド
ロ
ー
ン
に

は
使
い
物
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
改
良
に

改
良
が
加
え
ら
れ
、
最
近
で
は
20
〜
30
分

は
当
た
り
前
と
な
っ
た
。

深
圳
を
本
拠
に
し
て
い
た
こ
と
で
地
の

利
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
。
中
国
の
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
と
呼
ば
れ
る
深
圳
に
は
、
電
子

製
造
業
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
る
。
日
本

か
ら
の
進
出
メ
ー
カ
ー
も
多
い
。
Ｄ
Ｊ
Ｉ

製
ド
ロ
ー
ン
を
分
解
し
て
み
る
と
、
当
時

で
パ
ー
ツ
の
全
体
の
半
分
以
上
、
い
ま
で

も
３
割
ぐ
ら
い
は
深
圳
な
ど
中
国
に
進
出

し
た
日
系
企
業
の
製
品
だ
。

低
価
格
が
Ｄ
Ｊ
Ｉ
の
成
功
を
も
た
ら
し

た
。
フ
ァ
ン
ト
ム
は
商
業
用
に
も
か
か
わ

ら
ず
１
機
１
０
０
０
ド
ル
（
11
万
円
）。

ホ
ビ
ー
用
の
倍
ぐ
ら
い
し
か
し
な
か
っ

た
。
高
い
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
ユ

ー
ザ
ー
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
発
売
直
後
に

大
ブ
レ
ー
ク
。
13
年
に
１
億
３
０
０
０
万

ド
ル
だ
っ
た
売
上
高
は
、
17
年
に
は
27
億

ド
ル
に
急
増
。
世
界
の
ド
ロ
ー
ン
市
場
の

８
割
近
く
の
シ
ェ
ア
を
握
り
、
日
本
で
も

同
じ
ぐ
ら
い
の
シ
ェ
ア
が
あ
る
。

19
年
２
月
24
日
付
け
フ
ォ
ー
ブ
ス
誌

は
、
フ
ラ
ン
ク･

ワ
ン
氏
を
「
ア
ジ
ア
で

注
目
の
若
き
ビ
リ
オ
ネ
ア
（
億
万
長
者
）

５
人
」
の
１
人
に
選
ぶ
。
そ
の
総
資
産
は

54
億
ド
ル
（
５
９
４
０
億
円
）。
ち
な
み

に
同
１
月
21
日
付
け
日
本
経
済
新
聞
は
、

Ｄ
Ｊ
Ｉ
の
企
業
価
値
を
「
約
２
兆
３
０
０

０
億
円
。
中
国
の
製
造
業
で
最
大
の
『
ユ

ニ
コ
ー
ン
』（
評
価
額
10
億
ド
ル
＝
約
１

１
０
０
億
円
以
上
の
未
上
場
企
業
）」
と

報
じ
た
。

国
内
外
の
ド
ロ
ー
ン
関
連
企
業
は
約
１

０
０
０
社
と
も
い
わ
れ
る
。
国
内
で
思
い

つ
く
ま
ま
に
参
入
順
に
並
べ
て
み
る
と
、

エ
ン
ル
ー
ト
（
06
年
）、
Ｎ
Ｓ
ｉ
真
岡

（
09
年
）、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
ワ
ン
セ
ル
フ
（
11

年
）、
プ
ロ
ド
ロ
ー
ン
（
15
年
）、
ナ
イ
ル

ワ
ー
ク
ス
（
15
年
）、Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｄ
（
16
年
）、

ヤ
マ
ハ
発
動
機
（
18
年
）
な
ど
だ
。
ヤ
マ

ハ
は
エ
ン
ル
ー
ト
と
提
携
し
て
い
る
。

補
助
金
バ
ラ
マ
キ
と 

農
水
省
を
痛
烈
批
判

こ
れ
ら
ド
ロ
ー
ン
企
業
の
な
か
で
圧
倒

的
存
在
感
が
あ
る
の
は
、
抜
群
の
メ
デ
ィ

ア
露
出
度
を
誇
る
ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
だ
ろ

う
。
ド
ロ
ー
ン
を
「
精
密
農
業
」
と
い
う

新
た
な
分
野
の
ツ
ー
ル
に
使
っ
た
こ
と
、

わ
ず
か
１
年
半
で
24
億
円
の
資
金
を
農
業

関
連
企
業
な
ど
か
ら
集
め
た
こ
と
が
、
メ

デ
ィ
ア
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

農
水
省
は
精
密
農
業
を
「
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
や
過
去
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
き
め
細

や
か
な
栽
培
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ド
ロ

ー
ン
に
搭
載
し
た
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
が

病
虫
害
の
被
害
箇
所
を
検
出
し
て
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
防
除
す
る
も
の
や
、
画
像
や
過

去
の
デ
ー
タ
な
ど
か
ら
生
育
状
況
を
分
析

し
て
収
穫
適
期
を
予
測
す
る
よ
う
な
先
端

技
術
だ
。

創
業
者
で
社
長
の
柳
下
洋
氏
は
、「
空

か
ら
の
精
密
農
業
」
を
提
唱
、
２
月
４
日

付
け
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
誌
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
、「
ド
ロ
ー
ン
の
完
全
自
動
飛
行

に
よ
る
農
産
物
の
生
育
診
断
と
農
薬
な
ど

の
散
布
に
よ
り
、
コ
メ
の
生
産
コ
ス
ト
を

４
分
の
１
に
す
る
の
が
目
標
で
す
」
と
夢

を
語
っ
て
い
る
。

農
水
省
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
精
密
農
業

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
も
の
と
思
っ
て

い
て
驚
い
た
の
は
、
柳
下
氏
が
突
如
そ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
農
水
省
は
い
ら
な

い
」
と
痛
烈
批
判
し
て
き
た
こ
と
だ
。

「
世
の
中
を
動
か
す
の
は
自
由
な
競
争
で

す
。
役
人
は
市
場
原
理
を
い
か
に
働
か
せ

る
か
を
ま
ず
考
え
、
ど
う
し
て
も
市
場
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
機
能
し
な
い
と
こ
ろ
に
だ
け

介
入
す
れ
ば
い
い
。
ス
マ
ー
ト
農
業
の
補

助
事
業
で
言
え
ば
、
企
業
が
及
び
腰
に
な

り
が
ち
な
基
礎
研
究
に
こ
そ
予
算
を
割
く

べ
き
で
す
。私
は『（
農
業
ド
ロ
ー
ン
な
ど
）

実
用
化
目
前
の
も
の
に
予
算
を
付
け
て
も

市
場
経
済
を
混
乱
さ
せ
る
だ
け
だ
』
と
意

見
し
て
き
た
。
政
府
は
ま
さ
に
そ
れ
を
や
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者
割
当
増
資
実
施
日
に
、
ド
ロ
ー
ン
の
業

界
メ
デ
ィ
ア「
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
」が
、「
農

業
用
ド
ロ
ー
ン
の
同
社
量
産
第
１
号
機

『N
ile-T

19

』
を
、
２
０
１
９
年
６
月
よ

り
販
売
開
始
す
る
予
定
」
と
報
じ
た
。
ナ

イ
ル
ワ
ー
ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
み
た
が
、
そ
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
が

今
に
至
る
も
な
い
こ
と
だ
。
誤
報
か
ど
う

か
も
分
か
ら
な
い
。

そ
の
記
事
で
気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
新
製
品
「N

ile-T
19

」
の
性
能
に
つ

い
て
測
位
精
度
を
「
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
精

度
」
と
書
い
て
あ
る
こ
と
だ
。
測
位
精
度

は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
測
っ
た
位
置
情
報
の
こ
と

で
、
実
際
の
位
置
と
ど
れ
だ
け
違
う
か
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。「
精
密
農
業
」や「
ス

マ
ー
ト
ア
グ
リ
」
に
最
重
要
の
性
能
だ
。

あ
ら
た
め
て
現
行
機
「N

ile-T
18

」
の

カ
タ
ロ
グ･

ス
ペ
ッ
ク
を
確
認
し
て
み

て
、も
っ
と
不
思
議
な
こ
と
を
見
つ
け
た
。

そ
の
測
位
精
度
の
記
載
が
な
い
こ
と
だ
。

こ
れ
に
は
首
を
傾
げ
る
。
ち
な
み
に
Ｄ
Ｊ

Ｉ
が
18
年
10
月
に
発
売
し
た
測
量
用
高
精

度
ド
ロ
ー
ン「PH

A
N

T
O

M
4 RT

K

」は
、

カ
タ
ロ
グ
に「
測
位
精
度
：
垂
直
方
向
１
・

５
㎝
、
水
平
方
向
１
・
０
㎝
」
と
い
う
記

載
が
あ
る
。

農
水
省
や
ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
が
リ
ー
ド

し
て
き
た
ス
マ
ー
ト
農
業
や
精
密
農
業
が

本
当
に
実
現
す
る
の
か
。
来
月
号
は
技
術

的
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

�

（
続
く
）

間
で
急
成
長
し
た
。
そ
の
原
動
力
に
中
国

に
お
け
る
規
制
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。

規
制
を
か
け
な
い
、
あ
る
い
は
規
制
破
り

を
見
逃
し
て
い
た
こ
と
だ
。

中
国
の
や
り
方
が
正
し
い
と
は
言
っ
て

い
な
い
。
柳
下
氏
は
規
制
の
あ
り
方
を
厳

し
く
問
う
て
い
る
。
日
本
の
官
庁
は
、
新

し
い
産
業
を
育
て
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢

が
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
逆
に
産
業
の
発
展

を
妨
げ
る
よ
う
な
不
必
要
な
規
制
を
か
け

て
天
下
り
先
の
既
得
権
に
し
て
い
る
。
柳

下
氏
が
固
有
名
詞
を
出
し
て
痛
烈
に
批
判

し
た
農
水
省
管
轄
下
の
農
林
水
産
航
空
協

議
会
は
そ
の
典
型
例
だ
。

ド
ロ
ー
ン
を
精
密
農
業
に 

使
う
難
し
さ

官
民
協
議
会
の
４
日
前
の
３
月
14
日
、

ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
は
２
回
目
と
な
る
第
三

者
割
当
増
資
（
16
億
円
）
を
実
施
し
た
。

開
発
資
金
を
調
達
す
る
た
め
だ
。
引
受
先

は
、
１
回
目
に
続
く
産
業
革
新
機
構
、
住

友
化
学
、
ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業
、
住
友
商

事
の
ほ
か
に
、
千
葉
氏
の
「
ド
ロ
ー
ン･

フ
ァ
ン
ド
２
号
」
や
「
ス
パ
ー
ク
ス･

グ

ル
ー
プ
」
と
い
っ
た
投
資
グ
ル
ー
プ
。

１
回
目
（
８
億
円
）
に
引
き
受
け
た
全

農
と
農
林
中
金
が
抜
け
て
、
そ
の
穴
を
投

資
グ
ル
ー
プ
２
社
が
埋
め
る
よ
う
な
形
に

な
っ
た
の
だ
。
全
農
と
農
林
中
金
が
２
回

目
で
抜
け
た
理
由
は
分
か
ら
な
い
。

ミ
ス
テ
リ
ー
が
あ
る
。
２
回
目
の
第
三

を
出
す
重
要
な
会
合
だ
っ
た
が
、
そ
の
場

に
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
を
リ
ー
ド
し
て
き
た

柳
下
氏
の
姿
は
な
か
っ
た
。
ナ
イ
ル
ワ
ー

ク
ス
と
し
て
代
理
も
参
加
さ
せ
な
か
っ

た
。
ち
な
み
に
国
内
で
活
動
す
る
ド
ロ
ー

ン
関
係
企
業
８
社
の
な
か
に
は
Ｄ
Ｊ
Ｉ
ジ

ャ
パ
ン
の
呉
韜
氏
の
名
前
が
あ
っ
た
。

柳
下
氏
は
会
議
ボ
イ
コ
ッ
ト
で
農
水
省

批
判
の
″
実
力
行
使
＂
に
出
た
の
だ
。
そ

の
会
合
に
は
主
役
が
２
人
い
た
。
い
ず
れ

も
特
別
講
演
の
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
、

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
株
式
会
社
の
金
丸
恭
文
会

長
兼
社
長
、
も
う
ひ
と
り
は
「
ド
ロ
ー
ン

･
フ
ァ
ン
ド
」
を
運
営
す
る
個
人
投
資
家

の
千
葉
功
太
郎
氏
だ
。

金
丸
氏
は
内
閣
府
規
制
改
革
推
進
会
議

の
議
長
代
理
の
要
職
に
あ
る
。
柳
下
氏
の

会
議
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
か
な
り
複
雑
な
立
場

に
立
た
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

柳
下
氏
が
痛
烈
批
判
し
た
の
は
、
ド
ロ

ー
ン
開
発
の
基
礎
と
な
る
予
算
の
こ
と
だ

け
で
は
な
か
っ
た
。
開
発
の
障
害
と
な
る

各
種
規
制
に
つ
い
て
も
撤
廃
や
緩
和
を
強

く
訴
え
て
い
た
。
金
丸
氏
は
昨
年
10
月
、

農
業
ワ
ー
キ
ン
グ･

グ
ル
ー
プ
で
そ
の
問

題
を
取
り
上
げ
、
柳
下
氏
か
ら
２
回
に
わ

た
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
い
る
。
柳
下
氏

は
従
来
の
主
張
を
「
空
か
ら
の
精
密
農
業

の
普
及
を
妨
げ
る
『
隠
れ
た
規
制
』」
と

題
し
た
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、
開
発
を
妨

げ
る
６
つ
の
規
制
を
指
摘
し
て
い
た
。

Ｄ
Ｊ
Ｉ
は
、
創
業
か
ら
10
余
年
の
短
期

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
…
」

柳
下
氏
が
指
摘
し
た
「
企
業
が
及
び
腰

に
な
り
が
ち
な
基
礎
研
究
」
と
は
、
文
脈

上
、
精
密
農
業
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
根
幹

を
な
す
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の
開
発
と
受
け

と
れ
た
。
柳
下
氏
の
批
判
は
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
基
礎
技
術
の
研
究
を
な
お
ざ
り
に

し
て
農
家
に
補
助
金
を
バ
ラ
ま
く
農
水
省

の
無
責
任
な
や
り
方
に
向
け
ら
れ
た
。

柳
下
氏
か
ら
痛
烈
批
判
を
受
け
た
の

は
、
18
年
度
補
正
予
算
で
「
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
の
開
発･

実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
総
額
61
億
円
）。
こ
れ
は
「
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
」
が
テ

ー
マ
。
19
年
度
当
初
予
算
は
「
ス
マ
ー
ト

農
業
加
速
化
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
同

５
億
円
）
で
「
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
水
稲
直

播
」
が
実
証
対
象
に
な
っ
た
。
こ
の
３
月

20
日
、そ
れ
ら
の
交
付
先
が
公
表
さ
れ
た
。

審
査
結
果
の
実
証
課
題
名
か
ら
ド
ロ
ー
ン

関
係
と
確
認
で
き
た
の
は
、
双
方
で
４
件

だ
っ
た
。

新
産
業
育
成
を
妨
げ
る 

不
必
要
な
規
制

交
付
先
公
表
の
２
日
前
、
農
水
省
の
肝

い
り
で
設
立
し
た
「
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の

普
及
拡
大
に
向
け

た
官
民
協
議
会
」

が
開
か
れ
て
い

た
。
挨
拶
で
吉
川

貴
盛
農
水
相
も
顔


